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アジア の窓

い
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
ト
ヨ

タ
等
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ロ
ー
バ
ー
等
欧
州
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ギ
ア
を
供
給
し
て
い
る
し
た
た
か
な

企
業
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
社
は
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
プ
ジ
ョ
ー
等
に
供
給
す
る
部
品
の
鋼
材

に
関
し
て
も
、
中
国
製
鋼
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
了
解

を
え
、
コ
ス
ト
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
産

設
備
を
み
て
も
、
中
国
製
機
械
が
五
〇
％
を
占
め
る
。

当
社
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
同
じ
生
産
ラ
イ
ン
で
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
と
ト
ヨ
タ
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ギ
ア
を

生
産
し
て
も
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
が

華
南
、
重
慶
、
武
漢
と
い
っ
た
沿
海
部
か
ら
内
陸
都
部

に
か
け
て
進
出
し
て
い
る
日
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
生
産
ラ
イ
ン
で

品
質
の
い
い
も
の
と
悪
い
も
の
は
生
産
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
こ
の
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー

は
新
た
な
生
産
方
式
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
同
社

は
今
後
中
国
だ
け
で
な
く
、
欧
米
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も

外
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
部
品
受
注
分
を
こ
こ
長

春
で
生
産
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
日
系
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
の
新
た
な
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
先
駆

け
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
大
連
に
進

出
し
て
い
る
シ
ー
メ
ン
ス
社
の
ジ
ッ
プ
ス
総
経
理
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら

も
部
品
を
購
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
部
品

は
自
動
車
に
限
ら
ず
、
価
格
競
争
力
の
あ
る
い
い
部
品

で
あ
れ
ば
、
企
業
の
国
籍
に
関
係
な
く
、
中
国
市
場
で

は
販
売
は
可
能
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
ふ
じ
わ
ら
ひ
ろ
し
・
ジ
ェ
ト
ロ
大
連
事
務
所
）

中
国
の
住
宅
事
情

　
大
学
生
の
五
七
・
六
％
は
卒
業
後
五
年
以
内
の
住
宅

購
入
を
望
ん
で
い
る
し
、
二
六
・
二
％
も
一
〇
年
以
内

に
は
持
ち
家
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
中
国
青
年
報
社
が
今
年
九
月
中
旬
に
大
学

生
を
対
象
に
行
っ
た
住
宅
購
入
希
望
調
査
の
結
果
で
あ

る
。
回
答
を
寄
せ
た
四
、
八
〇
七
人
の
う
ち
、
六
割
近

く
が
卒
業
後
早
期
の
住
宅
購
入
を
強
く
希
望
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
持
ち
家
が
結
婚
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
い
う
。

　
昨
今
、
結
婚
を
考
え
て
い
る
男
性
は
、
女
性
側
か
ら

必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
る

と
い
う
。

出
身
地
は
何
処
で
す
か
、
現
在
は
一
人
住

ま
い
で
す
か
、
兄
弟
は
何
人
で
す
か

（
『
中
国
青
年

報
』
〇
八
・
九
・
二
三
）。

　
ど
れ
も
何
ら
当
り
障
り
の
な
い
質
問
の
よ
う
に
聞
こ

え
る
が
、
そ
の
真
意
は
男
性
側
の
住
宅
事
情
を
確
認
す

る
こ
と
に
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
か
、

大
学
生
で
も
住
宅
価
格

の
動
向
に
強
い
関
心
を

持
つ
も
の
が
多
い
と
の

結
果
が
出
て
い
る
が
、

果
し
て
彼
ら
の
夢
は
叶

え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
政
府
の
様
々
な
価
格
抑
制
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
の
住
宅
価
格
は
〇
七
年
を
通
じ
て
一
種
の
バ
ブ
ル
状

況
に
あ
っ
た
。
特
に
八
月
以
降
の
住
宅
価
格
は
月
を
追

う
ご
と
に
上
昇
率
が
高
く
な
り
、
〇
八
年
一
月
の
主
要

七
〇
都
市
の
前
年
同
月
比
上
昇
率
は
一
一
・
三
％
と

ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
翌
二
月
か
ら
住
宅
価
格
は
反
転
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
間
近
な
六
月
、
北
京
市
の
平
均
住
宅
価
格

は
前
年
一
一
月
の
ピ
ー
ク
時
比
五
〜
一
一
％
下
落
し
て

い
る
。
最
も
価
格
変
動
の
大
き
か
っ
た
深

市
の
そ
れ

は
三
〇
％
以
上
も
の
大
幅
な
下
落
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
住
宅
価
格
は
バ
ブ
ル
期
か
ら
調
整
期
に
入
っ

た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
大
学
生
が
卒
業
五
年
以
内
に

自
力
で
住
宅
を
購
入
で
き
る
可
能
性
は
高
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
結
論
は
、
否 

で
あ
る
。

　
値
下
が
り
し
た
と
は
言
え
、
北
京
や
深

市
の
マ
ン

シ
ョ
ン
価
格
は
一
万
元
／
㎡
以
上
の
水
準
に
あ
る
。
南

京
な
ど
の
地
方
都
市
で
も
七
、
五
〇
〇
元
と
高
く
、
六

〇
㎡
で
も
四
五
万
元
は
す
る
。
政
府
が
低
所
得
者
層
向

け
に
提
供
し
て
い
る 

経
済
適
用
房 

で
も
北
京
で
は

二
、
六
〇
〇
元
／
㎡
で
、
六
〇
㎡
で
は
一
六
万
元
（
二

四
〇
万
円
）
弱
と
な
る
。

　
大
卒
初
年
度
の
平
均
年
収
（
税
込
）
は
三
万
三
、
三

〇
〇
元
（
〇
六
年
）
程
度
で
あ
る
。
共
働
き
で
一
人
分

の
収
入
全
部
を
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
充
当
す
れ
ば

経
済
適
用
房 

の
購
入
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
で
は
夢
が
な
さ
す
ぎ
よ
う
。

　
最
近
、
大
学
生
が
外
資
企
業
よ
り
国
有
企
業
を
指
向

す
る
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
国
有
企
業
の
手
厚

い
住
宅
補
助
も
そ
の
一
因
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　
〜
大
学
生
の
夢
は
叶
う
か
〜


